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南 西諸島の小サバについて

田ノ上豊隆

OntheSmallSizedMackerelsfromtheWaters

ofNanseiSyot6

ToyotakaTANouE

Somerepeatedinvestigationsweredonewiththeconiirmedresult

(1)ThatitisdnringthetermbegilminginMarchandendinginealyMayeveryyear
andoverthewatersstretchingalongtheTokaralslandandnorthwaｒｄｓｔｈａｔｔｈｅ
ｃａｔｃｈｏｆｔｈｅｓｍａｌｌｓｉｚｅｄmackerelsisabundant，whileneilheritscatchnoritｓ

ｓｈｏａｌｃａｎｂｅｓｅｅｎｏｖｅｒｔｈｅｓｅａｆｒｏｎｉsoftheOkinoerabuandsouthwards．

(2)ThatthevariationintheFork-lengthofthesmallsizedmackerelsliesｗｉｔｈｉｎ
ｔｈｅｒａｎｇｅｏｆ４～１５ｃｍ，themosttypicalsizebeingwilhin6～１３ｃｍ．

(3)ThatjudgingfromthemImberofintemeuralspineslyingwithinl7～21,ｔｈｅ
ｓｍａｌｌｓｉzedmackerelscaughtintheNanseiSｙｏｌ６ｗａｔｅｒｓｍａｙｂｅｆｉｘｅｄｔｏｂｅ

ｂｅｌｏｎｇｉｎｇｔｏｔｈｅｓｐｅｃｉｅｓｏｆＰ"“777αr”ﾙＯｉ‘"ｓ/”gi77oc”ﾙαﾉ”（BZEEKER)．

緒言

トカラ群島，奄美群島，沖柵群島，宮古群島，八重山群島を含めて南西諸島と呼ぶ・

小サバは春季これ等島11喫の周辺に来瀧して，抄網類，引網類，敷網類等で漁獲される．

漁場は岸辺の極く浅海に限られ，漁法は概して消極的であって規模も小さいため，漁獲

量は少なく，その年変動も大きい．しかし当地方の島友は交通不便な上に，各種魚類の水

揚げは微たたるものである．従って，小サバは塩蔵品として食用に供されると同時に，釣

餌や鯉の活餌料として重要視されている．

又当海域の小サバは本邦沿海中最も早く出現するもので，資源学的にも重要な意義を持

つものである．

筆者は先に当海域の小サバの来瀧の経路について報告したが，今回は1955年以降の調

査に基づく漁獲の地理的分布範囲，来勝魚群の体長組成，系統的問題等についてのくる．

地理的分布と漁期

北部のトカラ群島では口之島,中ノ島，平島諏訪之瀬島，悪石島,宝島等の西部から北

寄りの岸近くで３月中旬頃から４月末まで抄網類で漁獲される．中でも口之島，中之島，

平島，悪石島で多獲されている．当海域は黒潮本流の流路にあたり冬季の最‘低温期と錐も

水温１９℃程度を示し,海水清澄にして北東流が早い．３月中旬頃になるとこの黒潮内で小

サバの大群が鮫やその他の大型魚に追われて水面まで大きな柱状となって盛り上り，島民

は小舟を漕いでこの小サバをクモ網で抄い上げる事が屡煮ある．叉岸辺では干潮時逃げ遅

れた小サバが潮溜りに群がるのを捕獲する事も度為ある．
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奄美大島の漁況については盛田。児玉'）の聞

取り調査で明らかにされている如く，大鳥本島

の全域に小サバの来淋をみる．漁期は北部から

北東部沿海が最も早く,東岸は３月１０日頃から

抄網類で漁獲され４月末まで続く．南部の大島

海峡，加計呂麻烏では４月から５月上旬まで待

網，敷網等で漁獲される．

徳之島では亀津方面で４月下旬頃漁獲される

事があるが量は少い、

沖之永良部，与論島では今までに漁獲された

事はない．（1957年の漁協調査資料に依る）

沖細群島では泊，名護，久米島で１９５６年よ

り調査を続けているが小サバは発見されず，聞

取り調査によっても漁獲記録はない．

宮古群島，八重山群島では1958,1959の両

年に平良市，与那国烏，西表島で本学練習船敬

天丸(265ton）が寄港した際，聞取り調査を実

施したが各地共漁獲記録はない．

要するに，以上の調査によって，小サバは徳

之島以北で３月から５月まで漁獲され，北部の

漁期は若干早く南部程遅れること，沖之永良部

島以南の群島周辺では全然漁獲されていない事

がわかる．漁獲の地理的分布はFig.１に示す通

りである．

漁獲量：小サバは漁獲しても自家食用として

用いられる場合が多く，市場で売買される事が

少ないので総漁獲量がどの程度の数鼓に達する

か明らかでない．奄美大島の笠利地区（統計事

務所調)，大和村（漁協調)，瀬戸内地区（漁協

調）の漁獲量はＴａｂｌｅｌに示す如く，1956年に

三地区の合計が41.250ｋｇ（11,000貫）に達し

ている．笠利地区は主として地曳網と追込網，

大和村と瀬戸内はキビナゴの四股張網で漁獲さ

れたものである．

体長分布

トカラ群島と奄美大島の笠利地区で漁獲され

た小サバの体長頻度分布はFig.２，Fig.３に示

す通りである．体長は両海域共４～１５ｃｍの範

囲であり，３月に大島ば６～１０ｃｍ，トカラ群島
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は６～１１ｃｍが多く，後者で若干大きい個体が出現している．

■■■■■

90｜MAI岨 ４月の体長は梢大きく夫

,々 ９～１２ｃｍ，９～１３ｃｍ範

囲の魚体が大部分を占め両

海区の相異は殆んど認めら

れない．叉Fig.４に掲げた

笠利地区の１９５６，５８，５９年

の３月１６～３１日に漁獲さ

れた魚体の体長分布を比較

すると各年共５～１０ｃｍ程

度の範囲で，モードは夫々

7,8,8ｃｍとほぼ同大に現わ

れている．この事は漁具の

選択j性によると云うよりも

当海域に来瀧する小サバは

その発生の時期がほぼ一定

している事を意味するもの

と考えられる．

背部担鰭骨数

奄美大島沿海ではサバの

成魚は漁獲されていないの

で，当海域に来る小サバは

隣接海区の産卵場で発生し

たものが海潮流によって受

動的に移動して来たものと

考えられる．而して之等の

小サバは，第１背鰭の赫数

は数えにくく，腹部の小班

点も不明であるため，第１

背鰭の前部から第２背鰭の

後方までを薄く切り出して

アリザリン染色を施し，Ｘ
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1３３、ノ上：南西諸島の小サバについて

線写真を撮って，村上。早野の方法で背部担鰭骨数（intemeuralspine）を数えた．その

結果を示すと第２表の様になる．調査した魚体の大きさは体長６～14ｃｍ範囲のものであ

る．叉同表に鹿児島沖と東支那海のゴマサバの成‘体の背部担鰭骨数の分布を示した．Table

２によって明かな様に，鼓に取上げた小サバの背部担鰭骨の数は最低１７から最高22の範

囲にわたって分布しており，その頻度分布には骨数１９に顕著な峰が認められる．同表の

東支那海，鹿児島沿海のゴマサバの背部担鰭骨の数の分布も，小サバの場合と同様骨数１９

に明瞭な峰が翠られ，分布型は同じである．

即ち南西諸島に来瀧する小サバ群は全てゴマサバと見徹され，その系統も同一であるか

も知れない．

Numberfreqnenclesoftheintemeuralspinesofmackerels

fromOshimawatersandP"e”””ﾉ１０ﾉ･“ｒ”ei"oc”〃α/“
ｉｎＥａｓｔＣｈｉｍａＳｅａ，oHKagoshima，ｉｎｌ９５５～1956.

Ｔａｂｌｅ２

EastChinaSea

oBFKagoshima

Oshima

481

270

173

28～３６ｃｍ

29～4０

６～1４

４

考

ＮｕｍｂｅｒｏｆｉｎｔｅｍｅｕｒａｌｓｐｍｅｓRangeof

fork-length

Ｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｉＴ１ｄｉｖｉｄｕａｌｓ
Locality

７
９
６

これらの調査結果に多少の考察を加えてみると，南西諸島中小サバは徳之島以北で３月

から５月までの間漁獲されて，沖永良部から八重山列島までは全然漁獲されていない・こ

れは魚釣島周辺とその南方海域や東支那海南部漁場等で発生した仔魚群は，瀧泳力の小さ

い間，先に田ノ上3）が報告した如く，黒潮本流やその西側の謂所混合水帯の流れによって

北方に運ばれるためであって，黒潮本流を横断して沖細群島やその南部の群島周辺に達す

る稚魚群がない為と解される．

奄美群島の北部で３月中旬から漁期にはいり，南方で梢遅れるのは，黒潮本流はトカラ

群島から東に折れ，屋久島の南方をぬけて太平洋に出る径路をとっているが，トカラ群島

から奄美大島の東西両岸に沿うて南下する反流4)があるので，小サバはこの反流に運ばれ

て先づ北部の笠利地区に達し，その後大島海峡から加計呂麻方面に至り，反流勢力の強い

時は徳之島周辺まで分布範囲が拡大されるものであろう．この反流の模様は鹿大水産学部

や鹿児島水試が東海南部で海流瓶を投下して流着状況を調べた結果5)でも明瞭である．

４月になると，奄美群島，トカラ群島共体長４～7ｃｍ程度の小型はみられなくなるが，

南下反流の衰退，北西のmonsoonに替って南寄りの風勢が増大するので，稚魚群は対馬

暖流やその西方海区を九州西岸に運ばれる為ではないかと考えられる．叉16ｃｍ程度に成

長すると魚群は沿岸でふられなくなり，其の後夏から冬まで全然漁獲されないので，この

頃から大隅群島周辺や東支那海陸棚海域に移動棲息するのではないかと推察される．

背部担鰭骨数の分布範囲から当海域で漁獲される小サバはゴマサバである事が確認でき

たが，その頻度分布は鹿児島沿海や東支那海南部のゴマサバ成魚の担鰭骨数の分布型と極

めて良く似ており，今後更に資料を加えて系統的問題をも吟味したい．
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要 約

南西諸島の小サバについて調査した結果を要約すると次の様になる．

１．小サバは徳之島以北で３月から５月上旬まで漁獲され，沖之永良部島以南の群島周
辺ではみられない．

２．，体長は４～１５ｃｍ範囲に及ぶが，６～１３ｃｍが大部分を占めている．

３．背部担鰭骨数から当海域に来溝する小サバはゴマサバと見なされる．

本報告を纏めるに当り，標本の送附及び資料の提供を受けた南西諸島各地の漁業組合の

方を，赤木名統計事務所の伊地知正氏，笠利村の昇与市氏等に感謝の意を表する．尚本研
究の一部は南方産業科,学研究費で支弁した．ここに記して謝意を表する．
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